










2009 年度秋学期より、立命館アジア太平洋大学（以下 APU）の国際学生（APU での外国人留学生の総称）の一回生を対
象とした「FIRST(Freshman Intercultural Relations Study Trip)」が開始された。2010 年度秋学期に参加した国際










      実践 
 
はじめに 
APU におけるアクティヴ・ラーニングの一環として 2007 年春に日本人初年次生向け異文化体験学習プログラム「FIRST 



























どの実習を行っているi。2009 年秋学期は 15 名、2010 年秋学期には 19 名の国際学生が参加し、アンケートなどのリサ
ーチ活動を通じて地域住民と積極的に交流した。 
1.2 募集人員と TA の役割 











「特殊講義（基礎教育科目）」として 2 単位取得できる。成績は、合格／不合格で評価される。 




プログラム期間：  2010 年 10 月 20 日（水）～12 月 1 日（水） 
実習期間： 2010 年 11 月 20 日（土）～11 月 23 日（火）（3 泊 4 日） 
参加学生： 19 名（男 5 名、女 14 名） 
 ＜日本語レベル＞初級（15 名）、中級（3 名）、応用日本語（１名） 
 ＜出身国・地域＞インドネシア（6 名）、中国（6 名）、ドイツ、アメリ 
 カ、タイ、シンガポール、ノルウェー、台湾、日本（英語基準）（各１名） 
実施形態： グループ討議とフィールド・リサーチおよびオリエンテーリング 
担当教員： 1 名 




授業/実習 日時 内容 
参加者ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 
10 月 20 日（水）4 限 オリエンテーション、TA 紹介 
プログラムにかかわる事務連絡 
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異文化体験学習プログラム「FIRST in Kyushu」実践報告 
－日本語実践と多文化協同学習を通して得られた効果－ 
 
1 10 月 27 日（水）6 限 グループ分け、アイスブレーキング、調査地の決定 
日本語の学習：調査地の宿泊施設を調べて日本語で宿の予約 
課題：調査地について調べる 









1 日目 11 月 20 日（土） 別府出発、オリエンテーション、フィールド・リサーチ 
2 日目 11 月 21 日（日） フィールド・リサーチ、オリエンテーリング 
3 日目 11 月 22 日（月） フィールド・リサーチ、オリエンテーリング 
実習
 
4 日目 11 月 23 日（火） フィールド・リサーチ、オリエンテーリング 別府着 
1、2 11 月 24 日（水）5・6 限 実習の振り返り討議、プレゼンテーションの準備 
事後授業
 









参加学生 19 名の国・地域、日本語レベルおよび男女比を考慮した上で、日本語初級レベルが 3 グループ、中級以上レベ





グループ 参加者の出身地 調査地 リサーチ・トピックiii











ポリグロシア 第 20 巻（2011 年 2 月） 
 
③ 5 名 ドイツ 1、中国 2、インドネシア 2 唐津／諫早／福岡 「唐津と諫早～コミュニケ
ーションの電子化が進んで
いるのはどっちだ！？」 













は 1 グループ 15 分と質疑応答 5 分の 20 分である。国際学生はすべて日本語で発表した。実習から戻ってきて一週間と
いう限られた時間の中で、アンケートの集計結果と分析などを行い日本語のパワーポイントを作成した。TA は日本語指
導を最大限に行った。 







ゆこうと考えるか」について 800 語程度の振り返りレポートを課題にした。 
2.1 自己評価アンケート結果 
2.1.1「大学生活における態度形成について」 
1）「表 2」には 19 名全員が「強くそう思う」、「そう思う」と答えた項目を示した。 
 


















2）「表 3」には 19 名中 17 名（89%）以上が「強くそう思う」あるいは「そう思う」と答えた項目を示した。 
 

















⑤ APU の学生であることに誇りを持つようになった 
⑥ APU の一員としての意識が芽生えた 








3）「表 4」には 42％～16％が「そうは思わない」あるいは「全くそうは思わない」と答えた項目を示した。 
 
表 4 42％～16％が「そうは思わない」あるいは「全くそうは思わない」と答えた項目 
① 時間管理能力が伸びた 
② 将来の目標が明確になった 
















ポリグロシア 第 20 巻（2011 年 2 月） 
 
中でも、「将来の目標が明確になった（6 名 32%）」、「しなければいけないことに優先順位をつけるようになった（6 名 




1）「表 5」は 19 名全員（100%）が「強くそう思う」あるいは「そう思う」と答えた項目である。 
 












2） 「表 6」は、17 名（89%）が「強くそう思う」あるいは「そう思う」と答えた項目である。 
  表 6 89%が「強くそう思う」あるいは「そう思う」と答えた項目 
  ① 創造力がアップした 
  ② 問題発見力および解決力がアップした 
  ③ コミュニケーション能力が上がった 
  ④ 責任感を持てるようになった 
     ⑤ 行動力／実行力がアップした 
     ⑥ 自分を振り返り自己評価ができるようになった 
 
     価値や認識面での自己評価の高さは、行動面の自己評価の高さに関連している。 
3）社会人基礎力の中で「そうは思わない」あるいは「全くそうは思わない」という回答が高かった項目 
社会人基礎力の質問の中で「そうは思わない」あるいは「全くそうは思わない」という回答が高かったのは、「リーダー
シップを発揮できるようになった（4 名 22%）」、「粘り強く取り組む力がついた（7 名 37%）」、「自分が好きになった（3
名 17%）」、「人前で話すことが苦手でなくなった（4 名 22%）」、「プレゼンテーション能力が上がった（3 名 17%）」、「ス





2）「4 日間で何人の日本人と話したか」については、「71～80 人（3 名 16%）」、「61～70 人（6 名 32％）」、「41～50 人（7
名 37%）」、「31～40 人（2 名 10%）」、「21～30 人（1 名 5%）」であった。 
































































































































（ア） 日本語能力を高めるためにできるだけ多くの日本人と話をする。目標 100 人。 
（イ） リサーチ・クエスチョンに基づいてアンケート調査を実施し、日本について理解を深める。 
（ウ） グループワークでお互い学ぶことができるようになる。 
（エ）  自分たちだけの力でフィールド・リサーチを実施する。 
100 人の日本人へのインタヴューは達成されなかったとはいえ 4 日間で 17 名が約 50 人の日本人にアンケートを実施
できていることは評価される。断られた数を入れると日本人に話しかけた数はもっと多いと思われる。アンケートの数
が少なかった学生の多くから、少なかった理由としてアンケートの質問項目が多かったことと、そのアンケートの内容





































i  別府北ロータリークラブより参加費の一部をご支援いただいている。 
ii  APU では学部の二回生から四回生の SA（スチューデント・アシスタント）を TA と称している。 
iii 学生が使用した表現のまま採録した。 
iv 国籍は日本であるが、英語基準で入学している。 
v 振り返りは英語で書かれているが、本稿で取り上げた部分については筆者が日本語に訳し採録した。 
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